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2022 年５月 13 日 

 

各 位 

 

 

 

 

 

 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2021 年８月 16 日に公表した 2022 年６月期の通期連結業績予想を修正する

ことといたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

1．当期の連結業績予想数値（2021 年７月１日～2022 年 6 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

39,200 

百万円 

500 

百万円 

400 

百万円 

300 

円 銭 

4.20 

今回修正予想（Ｂ） 34,700 △450 △560 △600 △8.40 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △4,500 △950 △960 △900  

増 減 率 （ ％ ） △11.5% - - -  

（参考）前期連結業績 

（20 2 1 年６月期） 
30,950 △604 △795 379(※) 5.50 

※ 投資有価証券売却益 1,772 百万円を含む。 

 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 ア イ ス タ イ ル 

代表者名 代表取締役社長 吉 松  徹 郎 

   （コード番号：3660 東証プライム） 

問合せ先 取 締 役 C F O 菅 原  敬 

      （ T E L . 0 3 - 6 1 6 1 - 3 6 6 0 ） 
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2．理由 

2022年６月期連結業績予想につきましては、当初は第３四半期連結会計期間から新型コロナウイルス

感染症（以下、「新型コロナウイルス」という。）による影響が緩和し、成長軌道にのることで業績が

改善される見込みにて計画を策定しておりました。しかしながら、実際には同期間である2022年１月

からオミクロン株の拡大により感染者数は大幅に増加し、その影響を懸念したクライアントによる予

算の保守化の継続や、当社の想定より社会全体での経済不安による消費意欲の低下等が見られたこと

により、計画と実績に乖離が発生しました。これらの影響は国内だけでなく、中国、香港や韓国など

の海外においても見受けられ、国内・海外事業ともに当社の想定を下回る結果となりました。 

これらの影響と直近の業績動向を踏まえ、業績予想を修正することといたしました。なお、新型コロ

ナウイルスの感染状況によっては、更なる影響を受ける可能性がありますが、現在の見通しでは通期

連結売上高においてはOn Platform事業およびBeauty Service事業が牽引し過去最高となる見込みであ

り、通期連結営業利益におきましても下期から黒字化することにより、前期比で赤字額を圧縮しての

着地となる見込みです。 

 

以 上 


